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訃 
 

報 
 

平
成
十
九
年
十
月
十
二
日
午
前
一
時
五
十
二
分 

当
協
会
会
長 

岩
崎
佐
八
郎
氏
が
突
然
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。 

 

謹
ん
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

享
年
八
十
一
歳
で
し
た
。 

 

十
月
十
三
日
午
後
七
時
よ
り
通
夜
、 

十
月
十
四
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
奥
様
の
岩
崎
敏
子
様
喪

主
に
て
告
別
式
を
無
事
執
り
行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。 

ご
家
族
の
ご
意
向
で
、
お
お
げ
さ
に
し
な
い
で
、
急
報
も

不
要
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、ど
こ
へも
連
絡
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

医
療
関
係
の
善
行
を
行
った
こ
と
に
よ
り
戒
名
も 

釈 

養
善 

と
さ
れ
ま
し
た
。 

式
場
に
は
大
阪
後
縦
靱
帯
骨
化
症
友
の
会
会
員
一
同
と
し
て
供
花
一
対
、
会
運
営
費
か
ら
出
さ
せ
て
頂

き
、お
供
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 ま

た
、
ご
鄭
重
な
る
ご
弔
意
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ご
家
族
に
代

わ
り
会
長
生
前
の
皆
々
様
か
ら
の
ご
交
誼
、
ご
支
援
に
関
し
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 
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今後の運営体制の件 

会の今後の運営体制について、暫定的に以下のようにしてスタートしたい

と考えています。 
会員の皆さんに集まっていただいてご相談させていただこうと思いました

が、皆さんのご体調、会場、日時、私たちの事情などもあり、なかなか思うよ

うにいきませんでした。 いろいろ関係の方にも相談の上、下記のようにさせ

ていただくことにしました。 とりあえず下記に賛同して頂くようお願い申し上

げます。 ご異論、ご意見ある方はご意見を寄せていただきたくお願い申し

上げます。 
基本姿勢は岩崎前会長が歩んでこられた 「会員さん第一」の考えを踏

襲したいと考えていますが、なにぶん職を持った上での活動ですので、特に

昼間などの電話対応など思うようにならないかと思います。 
まず、今まで岩崎会長さん初め、サポートの方がご苦労された部分でパソ

コン化できるところはパソコン化して、少しでも時間をかけずに実施できるよ

うにしていきたいと考えています。 
問い合わせなどについては、できれば、文書、ファックス、メールなどでお

願いしたいと考えています。電話によるお話も大変大切かと思いますが、お

聞きしながら、記録に残し、正しい、必要な対応をするためにも、上記のよう

にご協力いただければと思います。 
 
記     

            担当  
会長    中 岡   甫 （ は じ め ）   全 般  

副会長      有 井   毅    医療相談兼任  

副会長  池 田 正 孝     医療相談・広報兼任  
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会計   中 岡   甫   兼 任  

監事・相談役  岩 崎 敏 子  

監事・相談役     滝 野 信 隆   (信正寺ご住職) 

顧問   有名医師に依頼予定  

 

★ 会への問い合わせ書面・ＦＡＸ送付先  

   〒558-0011  大阪市住吉区苅田 6-17-8 

大阪 OPLL 友の会 会長  中岡  甫 

 

★ 会のメールアドレス osakaopll@nifmail.jp  

にお願いします。 
 

★ 問い合わせ電話： 設定中   
(設定できるまで、電話が必要であれば以下にお願いします) 

           中岡氏自宅電話  06-6997-6256 

         池田 携帯電話   080-1443-5229  

ご参考 
ご参考 
・ご参考  
 

 
 

大阪 OPLL 友の会の、インターネット上の活動について 

1. 大阪 OPLL 友の会のブログ（日記風書き込み）を運営しています。
掲載記事大歓迎します。http://blog.canpan.info/osakaopll/ 

2. 全国脊柱靱帯骨化症患者家族連絡協議会（全脊柱連）ホームペー
ジ http://jintai-kokkashou.jpn.org/に会の存在を表示してい

ます 

3. 難 病 情 報 セ ン タ ー  

http://www.nanbyou.or.jp/dantai/sekityuren_07.html に会の

存在を表示しています。 

4. 大阪 OPLL 友の会ホームページは開設計画中です。 



岩

崎

会

長

さ

ん

を

偲

ん

で 

 
三
年
前
の
あ
る
暑
い
夏
の
日
で
し
た
。
体
が
異
常
に
だ
る
く
、
脳
外
科
に
て
診
察
を
受
け
た
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
聞
い
た
こ
と
も

無
い
病
名
、
後
縦
靭
帯
骨
化
症
を
告
げ
ら
れ
、
す
ぐ
手
術
を
し
な
い
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で
大
変
困
惑
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。 

知
人
を
通
じ
某
大
学
系
の
整
形
外
科
の
ド
ク
タ
ー
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受
け
た
の
で
す
が
、
こ
こ
で

は
ま
だ
手
術
し
な
く
て
も
良
い
の
で
し
ば
ら
く
経
過
を
見
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

ド
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
も
判
断
が
違
う
こ
と
に
返
っ
て
不
安
が
高
ま
り
、
保
険
所
な
ど
い
ろ
ん
な
役
所
に
相
談
を
し
た
と
こ

ろ
、
患
者
友
の
会
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
早
速
連
絡
し
た
の
が
、
岩
崎
会
長
で
し
た
。 

夜
間
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
懇
切
丁
寧
な
応
対
を
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
疾
患
の
権
威
で
あ
る
米
延
ド
ク
タ
ー
を
紹
介
い
た

だ
い
た
の
で
す
。 

そ
の
後
、
医
療
相
談
会
が
同
年
秋
に
開
催
さ
れ
受
付
な
ど
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
当
時
は
会
員
の
名
簿
の
整

理
も
出
来
て
い
な
い
状
態
で
し
た
の
で
、
名
簿
の
整
理
、
郵
送
物
の
ラ
ベ
ル
の
作
成
、
印
刷
な
ど
の
事
務
手
続
き
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

岩
崎
会
長
は
、
ご
高
齢
で
あ
る
こ
と
や
歩
行
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
毎
日
数
箇
所
の
病
院
で
の
通
院
を
受
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
疾

患
に
苦
し
む
会
員
の
た
め
に
夜
遅
く
ま
で
時
間
を
費
や
し
、
医
療
相
談
の
応
対
を
さ
れ
た
り
、
奥
様
と
お
二
人
で
事
務
処
理
を
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
の
為
、
精
神
的
、
体
力
的
に
も
か
な
り
の
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。 
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い
つ
も
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
ご
自
身
も
大
変
な
状
況
で
あ
る
の
に
、
周
囲
の
方
に
は
優
し
く
接
し
て
来
ら
れ
た
岩
崎
会

長
の
突
然
の
訃
報
に
は
な
ん
と
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
て
良
い
の
か
言
葉
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。 

会
と
し
て
は
今
後
岩
崎
会
長
の
ご
意
思
を
尊
重
し
、
最
善
の
運
営
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
せ
め
て
も
の
ご

恩
返
し
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

幸
い
、
会
員
の
中
で
お
仕
事
振
り
を
知
っ
て
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ
、
そ
の
方
を
は
じ
め
数
名
が
中
心
と
な
り
、
岩
崎
会
長
が
築
い
て

き
た
当
会
を
よ
り
多
く
の
方
と
手
を
携
え
継
続
運
営
す
る
こ
と
に
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
意
見
が
合
致
し

ま
し
た
の
で
、
会
員
、
ご
家
族
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
は
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

末
尾
な
が
ら
岩
崎
会
長
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
奥
様
に
は
ご
自
愛
い
た
だ
き
、
末
永
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 平

成

十

九

年

十

一

月 

中

岡

 

甫

（
は
じ
め
） 
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岩 崎 佐 八 郎 氏 の思 い出  

                信正寺住職 滝 野 信 隆  

氏との思い出と言えばやはりワープロを通じてのお付き合いです。 

自ら難病に侵されながら一心に器械に向かっておられ、又全国各地から

かかってくる電話に実に懇切丁寧に応えておられるのを見て、感動しました。

なかなかできることではありませんでした。 

月に 2 回、月参りでお会いすると、大抵ワープロに向かっておられ、私も

器械好きのほうですので、良く覗いては機関誌発行や会計報告書の作成

などお手伝いしました。  

始められた頃は器械のこともあまりご存知ではなく、覚えていただくのに

深夜まで一緒に頑張ったこともあります。今思うと「病人さん相手にあれは

良くなかったのでは？」と反省しきりです。でも、氏はたどたどしいながらもキ

ーを打ち、コピーの安い所を見つけてきては機関誌を完成させ、郵送して

いましたね。大変な労作だと思いました。 

良く問い合わせのある専門医のことも、インターネットで探せるが、パソコ

ンができない。幸い私はできましたのでこれを一覧表にしてお渡ししたら大

変喜んでおられました。 

このように氏は亡くなる直前まで本当に一生懸命この会の事務と会員様

の相談に乗ってこられ、その働いておられるお姿は実に頭の下がる思いで

した。 その大活躍のワーロが故障し、がっくりこられたのか、奥様も気づか

ぬ夜中の御往生だったそうです。 

氏のおかげで、私は知らなかった難病に苦しむ人々がまだまだ大勢おら

れるということ、それにも負けないで闘っておられるかたがたに微力ながらも

応援できたらと思っています。 

岩崎さん、長い間本当にご苦労さまでした。 

ありがとうございました。 
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皆 々様 へ  

朝夕にはひときわ冷え込み紅葉の美しい季節になりました  

会員の皆さまにはお変わりなくお過ごしのことと存じます 

さて、岩崎 通夜、告別式には皆様より心温まる励まし また、   

ご丁重なご弔意をいただき、誠にありがとうございました。早いもので四十九

日を迎えようとしております 

いろいろな雑事で毎日バタバタと過ごして、思い出にふける時間もない

日々だったように思います。 

思い起こせば、晩年、姪に怒られながら覚えたワープロが皆様のお役

に立ち、ご一緒に活動できたこと、主人の人生の中で素晴らしい時を刻ん

だのではないかと思っています 

また、インターネットを開きますと、今でも岩崎の冥福を祈って下さる方が

いらっしゃることに本当に感謝でございます。本人もきっと喜んでいることと存じ

ます 

何ほどのこともできず旅立ってしまいましたが、どうぞ皆様、お体ご自愛い

ただきお過ごしくださいますよう心よりお祈り申し上げます 

会の益々のご発展を心より願っております 

誠に簡単ではございますが、右、生前の御礼と私の近況まで 

ほんとうにありがとうございました 

 

              平成 19 年 11 月 20 日 

岩 崎 敏 子  
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以下の記載は 当協会ブログ（パソコン インターネット上の日記風書き込み）に記

載した内容です。前後のいきさつが分かっていただけるかと思って一部転載します。 
実際に見るには、http://blog.canpan.info/osakaopll/ にアクセスしてください。  
インターネットで 大阪 OPLL友の会 を検索してもヒットします。 
） 

 

会
長
は
十
月
十
一
日
は
少
し
疲
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

食
欲
が
あ
ま
り
な
か
った
の
で
、夕
食

は
、奥
さ
ん
心
尽
く
し
の
う
ど
ん
を
召
し
上
が
り
、お
い
し
か
った
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。 

 
 

奥
さ
ん
が
テ
レ
ビ
を
見
て
。お
勤
め
の
疲
れ
で
つ
い
う
た
た
ね
し
て
十
一
時
半
ご
ろ
会
長
を
見
た

ら
、既
に
冷
た
く
な
って
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。 

奥
様
は
一
生
懸
命
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た

が
、戻
ら
な
か
った
と
の
こ
と
で
し
た
。  

私
が
十
日
夜
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
特
は
、昨
夜
し
ん
ど
く
て
良
く
眠
ら
な
か
った
と
の
こ
と
で
し

た
の
で
、体
が
一
番
だ
か
ら
す
ぐ
横
の
お
布
団
に
横
に
な
る
よ
う
何
度
と
な
く
薦
め
ま
し
た
が
、私
と

海
苔
巻
き
を
ほ
お
ば
って
お
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
だ
、眼
も
ハ
ッ
キ
リ
さ
れ
て
お
り
、こ
の
よ
う
に
な
ら
れ

る
と
は
ユ
メ
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

近
く
の
信
正
寺
ご
住
職
も
、数
少
な
い
支
援
者
の
お
一
人
で
し
た
。 

ワ
ー
プ
ロ
が
故
障
し
て
プ

リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
な
く
な
って
、問
い
合
わ
せ
に
対
す
る
返
信
が
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
な
く
な
った

と
困
って
お
ら
れ
た
会
長
さ
ん
宅
に
ご
自
身
の
ワ
ー
プ
ロ
を
持
ち
込
ま
れ
て
、プ
リ
ン
ト
し
て
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

医
療
関
係
の
善
行
を
重
ね
た
、善
行
を
行
った
こ
と
に
よ
り
戒
名
も 

釈 

養
善 

と
さ
れ

た
、医
療
の
療
と
い
う
字
を
使
お
う
と
し
た
が
、戒
名
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
の
で
、同
じ
意
味
の 

養
と
さ
せ
て
も
ら
った
と 

お
通
夜
で
切
々
た
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。  

お
亡
く
な
り
に
な
る
直
前
ま
で
、人
の
た
め
に
一
生
懸
命
尽
く
さ
れ
、そ
の
ま
ま
大
往
生
さ
れ
た

会
長
、最
高
の
生
き
方
、旅
立
ち
の
さ
れ
か
た
で
あ
った
と
思
い
ま
す 

十
月
十
七
日 

池
田
正
孝 

8 
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★10 月 15 日  会の後の運営に関しては、会員の方のために最善の方法を

執らしていただくのが会長のご遺志であろうと思いますので、官や関係先と

相談して、可及的すみやかに方向を見出さなければならないと考えています。

少しお時間をいただきたくお願いします。 

 

★10 月 16 日    会員さんより   会長の岩崎さんは約５年間、前任

の方から会の運営を引き継がれ、病気に苦しむ人たちのために、主に専門医

の紹介を中心にご相談窓口のみならず、会計、会報発行等々一人でいろんな

業務をこなされてきました。ご本人も毎日通院でかなり大変な症状であった

はずですが、この度急逝されたことを伺い謹んでご冥福をお祈り申し上げま

す。 今後の会の活動は会員はじめご意志の有る方のご協力のもと円滑に推

移出来ることがせめてものご恩返しになろうかと考えます。    合掌 

 

★10月20日    各方面からご鄭重なるご弔意をいただき誠にありがと

うございました。会長さんの奥様も大変な一週間をなんとか乗り越えられ、

少しずつ整理をはじめられました。大変お世話になった皆々様に大変感謝申

し上げるとのことでした。  

 

 

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐以下は 生前‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 

 

★10 月 10 日   会長さんのワープロ〔富士通 OASYS LX-B250 モノク

ロの最終機種〕が印刷できなくなりました。どうもプリンター機構が 

駄目になってしまったようです。 このブログを見た方々などからの問い合

わせや、会報誌を送って欲しいという要請に対して、返事をワープロで作っ

て、イザ打とうとしたら、駄目だとのことです。何行か毎には打てますが、

その間、字の三分の一くらいしか打てない行と、全く打てない行が入ります。 

修理するにも相当のお金と時間がかかるので、大変困っておられました。お

返事も遅れるとのことでした。昨日は、シャープの書院というワープロを持

ち込んで、プリントをトライして下さる方がいらっしゃいました。OASYS 

Floppy Viewer とプリンタを持ち込んで、パソコンで打てないかトライして

みようと思っていますが、体が言うことをきかない・・・・・・・・どなた

か、OASYS 卓上ワープロを格安で譲って下さる方がいらっしゃれば、助かる
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のですが・・・ 

 

★9 月 12 日    個人的な理由と、夏の暑さに永らく会長さんを訪ねて

いませんでしたが、今日、病院の帰りに会長宅によりました。会長は夏の暑

さに少し参っておられたようですが、この、ブログをごらんになった方など

からの資料請求や、相談が増えて、大変忙しいとのことでした。 少し、以

前のものに対する対応が遅れているのも大変気にされていました。少し涼く

なってきたので、順次対応されていくと思われます。資料請求の方などは、

今しばらくお待ちいただけますようお願いします。単に資料お送りするだけ

ではなく、お聞きしたことに対するコメントをつけられているので、少し手

間取っておられます。 

 

★8 月 29 日   当会の会長さんはすごいです。  なぜ私が大阪 OPLL の

会長さんを少しでもお助けしているか少し書いて見たいと思います。 会長

さんはとにかく相談者に一生懸命、誠真誠意、自分のことのように心配して、

アドバイスしてくださいます。耳が少しご不自由で、補聴器をされています。

ご自身も OPLL の手術を受けられていますが加齢とともにというべきか、少

し歩行がご不自由です。心臓などの病も持っておられ、通院などもされてい

ますが、とにかく一生懸命。 電話のあと、ワープロの文章を送ってきてい

ただいたり、ファックスで連絡していただいたりです。 関係先との折衝は

もちろん、会計もされています。 皆さんからの会費を一銭とも無駄にしな

いようにと、紙一枚を非常に非常に大切にされています。 会報誌の作成の

コストを下げるために、ご自身で公営の簡易印刷機がある場所に出向きご自

身で印刷されています。 問い合わせの返事の電話代、ファックス代はもち

ろん、いろんな出費はご自身が負担されています。 拒否したが祭り上げら

れて会長にされてしまったとお聞きしていますが、夜遅くまで、当会の運営

にご自身の全てを投入されています。しかし、この暑さで、会長はかなりま

いっておられました。 

私は 1年くらい前、この会に入会させていただきましたが、高齢の会長の頑

張りに、私たち若い者は、何かお手伝いしないと申し訳ないという気持ちで、

お手伝いさせていただいています。会長は助けて下さる方を探しておられま

すが、大変むづかしいようです（どなたか近くの方で助けてあげられるかた

はいらっしゃいませんでしょうか）  
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「患者さんのための頚椎後縦靱帯骨化症ガ

イドブック」が発売されました。 
 
去る 9月 23日の坂浦博伸先生

の医療講演会でお話のありまし

た、国の調査研究班で作成され

た「一般向け診療ガイドライン」

が出版されました。大型書店並

びに医学専門書店の店頭に並ん

でいます。 その他の書店でも

取り寄せできます。  
 

この本は私たちが良くお世話

になっている独立行政法人国立

病院機構大阪南医療センター副

院長・整形外科部長の米延策雄

先生が研究班の中で主担当とし

て作成を担当されたものです。

米延先生より、「このガイドラインにより患者さんの不安が少しでも

解消されれば幸いです。引き続き医師向けガイドラインの改訂に向け

て作業を進めています」とのことです。  

 
題名は「患者さんのための頚椎後縦靱帯骨化症ガイド

ブック」 です。 
 
出版社は南江堂 価格は 1260円（税込み）です。 
 
  
全脊柱連のホームページにも掲載される予定です。掲載されたら当会

のブログからでも見ることができるようにする予定ですが、細かいと

ころは良く見えないと思いますので、購入して読まれたほうが良いと

思います。非常に明快、分かりやすく説明されています。  
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９月２３日の医療講演会で井上悟技師長

から紹介された本は、以下の本です 
 問い合わせがありますので、ここに掲載します。 

 

アスリートケアマニュアル ストレッチング   
ISBN:9784830651472 (4830651474) 文光堂 (2007-07-03 出版)・ 

井上 悟【監修】   ・小柳 磨毅   ・中江 徳彦   ・上野 隆司 【編】 

販売価:\3,675(税込)  

 

第１章 総論（ストレッチングとは；ストレッ

チングの方法；ストレッチングの必要性；

実施時の注意点；運動学用語） 

 

第２章 各論（頚部・肩甲帯；肩関節～肘

関節；肘関節～手関節・手指；腰部・体

幹；股関節～膝関節；膝関節～足関節） 

 

第３章 野球選手のためのウォーミング

アップ・クーリングダウン（ウォーミングア

ップ；クーリングダウン） 

 

付録 解剖図：筋の作用と起始・停止  
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